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協定の概要

佐賀市と一般社団法人シェアリングエコノミー協会が連携して

×
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「市民」「事業者」「行政」が共に地域課題を解決する
「スマートシティ」へ

✓地域の課題をシェアの力を借りて解決します！

✓佐賀市の地域幸福度を向上させます！



「シェア」とは。「シェアリングエコノミー」とは。

 シェアとは：モノを所有することではなく、必要なときに必要な分

だけ利用できる、新しい時代のインフラ

• モノの売買という刹那的な関係から、シェアを通じた継続的な

つながりが価値を生み、地域の豊かさや幸福に結びつく

• シェアの対象

 シェアリングエコノミーとは：空間、移動、スキル、お金、モノな

どを売買・貸し借り・共同所有する等の経済・社会モデル
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「シェア」とは。「シェアリングエコノミー」とは。
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人と人との継続的なつながりで
課題を解決

・経済的・精神的負担の解消
・環境にやさしい
・コミュニティの形成 など

売る人 買う人

☑ 買ったけど家に眠っている
☑ 資格を取得したけど使う場面が無い

デジタル技術を活用した
プラットフォーム

➣ 経済的に非効率
➣ 環境負荷が大きい
➣ 個人の負担が大きい

モノ 場所 スキル

◎シェアリングエコノミーでは

◎売買を中心とした経済モデル

みんなの「豊かさ」や「幸福」に



自治体との連携
✓渋谷区、上天草市、北九州市に続いて
佐賀市は４番目の連携協定

一般社団法人シェアリングエコノミー協会について

団体の概要

✓ビジョン：
「Co-Society 〜シェア（共助・共有・共創）による持続可能な共生社会〜」

✓シェアリングエコノミーに携わる500以上の企業・団体が加盟する業界唯一の
団体

✓シェアという思想から、人・地域・企業・教育機関・NPO・行政が垣根を越えて
繋がり、手を取り合い、「心ゆたかな暮らし」
と「持続可能な環境・社会・経済」の両側面
を実現するソリューションの提供による、
持続可能な共生社会の実現を目指す
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協定の背景
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・佐賀市は令和４年に、シェアリングエコノミー協会が運営する
「シェアリングシティ推進協議会」に参加

・本市の総合計画審議会やスマートシティ推進協議会などへの協会
メンバーの参画

・協会が主催する「全国シェアリングシティ大賞」で本市の取り組み
が受賞（第１回：特別賞、第２回：優秀賞）

など、全国に先駆けてシェアの概念を計画策定やデジタル活用の中で
取り入れた取り組みが進んでいる本市の先進的な取り組みに共感した
協会から連携をご提案いただき、協会と市、双方で、連携による相乗
効果を見込み、協定締結に至る。



連携協定の項目

１ 各種シェアリングサービスの普及に向けた取り組みに
関すること

２ 佐賀市スマートシティ推進方針に示す施策の方向性
「スマート・ローカル！ SAGACITY」の実現に寄与
すること

３ 推進方針に示す地域幸福度（Well-Being）の向上に
向けた取り組みに関すること
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１各種シェアリングサービスの普及に向けた取り組み

シェアサイクルサービス

総利用回数 約５万回
総利用距離 地球４周分以上

・モノの共同利用による環境負荷低減
・気軽に利用できることによる利便性向上
・遊休資産活用による地域経済の好循環
・システムの共同利用によるコスト削減

本市で会員企業が展開中・展開予定のサービス

駐車スペースのシェア

バルーンフェスタ×車泊の取組
では６０泊分の枠がすぐに完売

モノのシェア

市内のモバイルバッテリー・傘の
設置スポット数は５０か所以上

プラットフォームのシェア

本市と共同開発したスーパー
アプリを３自治体に横展開

民泊スペースのシェア

空き家を活用した地域課題の
解決（6/26連携協定締結）

≪主な導入効果≫
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モノ、場所、スキルなどを有効活用するシェアリングサービス
を更に展開し、佐賀市の地域幸福度と持続可能性の向上に
取り組みます。

これからの取り組み

全国的な先進モデル佐賀市から全国へ
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２「スマート・ローカル！ SAGACITY」の実現に寄与する取り組み

取組の概要
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佐賀市版スマートシティ

05
農林水産

04
経済・観光

02
健康・福祉

06
生活・環境

09
都市・交通

08
防災・安全

01
子育て・教育

07
コミュニティ

10
行政経営

03
文化・スポーツ

×
「シェア」の概念をスマートシティ推進に取り入れ

・スーパーアプリやデータ連携基盤の自治体・企業

間でのシェア、データの相互利活用

・シェアサービスのミニアプリ化の検討

「スマート・ローカル！

ＳＡＧＡＣＩＴＹ」の実現
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２ 佐賀市スマートシティ推進方針に示す施策の方向性
「スマート・ローカル！ SAGACITY」の実現に寄与
すること

３ 推進方針に示す地域幸福度（Well-Being）の向上に
向けた取り組みに関すること



３ 地域幸福度（Well-Being）の向上に向けた取り組み
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Well-Beingの向上

スマート・ローカル！
ＳＡＧＡＣＩＴＹ

移動・交通

子育て

事故・犯罪

◉ 子育て体験・スキル
◉ モノ（こども服・おもちゃ）

地域幸福度（子育て、移動・交通、事故・犯罪、…）をシェアの力で向上

➣ 家事・育児の負担軽減
➣ 経済的負担の軽減

◉ 車・自転車
◉ 駐車場

➣ 多様な移動ニーズへの対応
➣ 環境負荷の低減

◉ こどもや高齢者の位置情報
◉ 防犯カメラの画像データ

➣ こども・高齢者の安全確保
➣ 犯罪発生のリスクを低減

シ
ェ
ア
リ
ン
グ



最後に

佐賀市と一般社団法人シェアリングエコノミー協会は、

シェアの力で佐賀市の地域幸福度をあげ、
持続可能なスマートシティとなることを目指します
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